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(57)【要約】
本発明は、少なくとも一つの色の光を放射する少なくと
も一つのLED（15）を有する発光ユニット（11）の光出
力を制御する、制御システム（13）および方法に関する
。制御システム（13）は、前記発光ユニット（11）の前
記光出力を検出する検出ユニット（19）、検出パルス発
生器（27）、検出光を妨害する周囲光を抑制する抑制ユ
ニット（23）、および前記発光ユニットの所望の光出力
を表す照合信号と前記抑制ユニットの出力信号との間の
比較に基づいて、前記発光ユニットの光出力を制御する
制御ユニット（21）、をベースとするフィードバックを
有する。検出パルス発生器（27）は、非周期的に検出パ
ルスを発生する。これにより、従来の抑制アルゴリズム
を用いて、特にパルス状の光のような周囲光の干渉を、
排除または軽減する可能性が提供される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つの色の光を放射する少なくとも一つのLEDを有する発光ユニットの光出
力を制御する制御システムであって、
　当該制御システムは、前記発光ユニットの前記光出力を検出して、光出力信号を提供す
る検出ユニットと、該検出ユニットに検出パルスを提供する検出パルス発生器と、前記光
出力信号における周囲光の干渉を抑制して、改良された光出力信号を提供する抑制ユニッ
トと、前記発光ユニットの所望の光出力を表す照合信号と前記改良された光出力信号の比
較に基づいて、前記発光ユニットの前記光出力信号を制御する制御ユニットとを有し、
　前記検出パルス発生器は、非周期的に検出パルスを発生することを特徴とする制御シス
テム。
【請求項２】
　時間は、フレームに分割され、
　前記検出パルスは、異なるフレームにおいて、前記フレームの開始端に対して、異なる
時間で開始されることを特徴とする請求項1に記載の制御システム。
【請求項３】
　所定の組み合わせのLED光色を検出するため、各検出パルスが生じ、前記組み合わせは
、各フレームの時間間隔内で存在し、
　前記検出パルス発生器は、フレームのいくつかの時間間隔では、そのような組み合わせ
の検出パルスを繰り返し、同じフレームのある別の時間間隔では、検出パルスが排除され
るように配置されることを特徴とする請求項2に記載の制御システム。
【請求項４】
　所定の組み合わせのLED光色を検出するため、各検出パルスが生じ、前記組み合わせは
、各フレームの時間間隔内に存在し、
　前記検出パルス発生器は、いくつかのフレーム内では、そのような組み合わせの検出パ
ルスを繰り返し、他のフレーム内では、検出パルスが排除されるように配置されることを
特徴とする請求項2に記載の制御システム。
【請求項５】
　さらに前記制御ユニットは、LEDの活性化を制御するように配置され、
　前記活性化は、非周期的であることを特徴とする前記請求項のいずれか一つに記載の制
御システム。
【請求項６】
　時間は、フレームに分割され、前記LEDは、前記フレーム内の個々の時間窓内で発光す
るように活性化され、
　前記活性化は、一つのフレームから別のフレームの開始端に対する前記時間窓のシフト
化、および一つのフレームと別のフレームの間の境界での前記時間窓の対称化、のいずれ
か一つにより実施されることを特徴とする請求項5に記載の制御システム。
【請求項７】
　前記抑制ユニットは、平均化ユニットを有することを特徴とする前記請求項のいずれか
一つに記載の制御システム。
【請求項８】
　前記抑制ユニットは、前記光出力信号から、バックグラウンド光信号を減算するように
配置された減算ユニットを有することを特徴とする前記請求項のいずれか一つに記載の制
御システム。
【請求項９】
　時間は、フレームに分割され、前記検出パルスの幅は、フレーム毎に変化することを特
徴とする前記請求項のいずれか一つに記載の制御システム。
【請求項１０】
　少なくとも一つの色の光を放射する少なくとも一つのLEDを有する発光ユニットであっ
て、
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　前記請求項のいずれか一つに記載の制御システムを有することを特徴とする発光ユニッ
ト。
【請求項１１】
　少なくとも一つの色の光を放射する少なくとも一つのLEDを有する発光ユニットを制御
する方法であって、
　前記発光ユニットの光出力を非周期的に検出して、これにより光出力信号を発生するス
テップと、
　前記光出力信号における周囲の干渉を抑制して、これにより、改良された光出力信号を
発生するステップと、
　前記改良された光出力信号と、前記発光ユニットの所望の光出力を表す照合信号とを比
較するステップと、
　前期比較に基づいて、前記発光ユニットの前記光出力を制御するステップと、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項１２】
　時間は、フレームに分割され、
　前記非周期的に検出するステップは、異なるフレームにおいて、前記フレームの開始端
に対して、異なる時間で検出パルスを発生するステップを有することを特徴とする請求項
11に記載の方法。
【請求項１３】
　所定の組み合わせのLED光色を検出するため、各検出パルスが生じ、前記組み合わせは
、各フレームの時間間隔内に存在し、
　前記非周期的に検出するステップは、それらのいくつかの時間間隔内で、そのような組
み合わせの検出パルスを発生するステップと、それらのいくつかの時間間隔の別の組み合
わせのパルスの発生を排除するステップとを有することを特徴とする請求項12に記載の方
法。
【請求項１４】
　時間は、フレームに分割され、
　前記非周期的に検出するステップは、前記フレームの長さを変化させるステップを有す
ることを特徴とする請求項11、12または13に記載の方法。
【請求項１５】
　さらに、非周期的に前記LEDを活性化させるステップを有することを特徴とする請求項1
1乃至14のいずれか一つに記載の方法。
【請求項１６】
　時間は、フレームに分割され、
　前記LEDは、前記フレーム内の個々の時間窓内で発光するように活性化され、
　前記非周期的に活性化させるステップは、一つのフレームから別のフレームの開始端に
対し前記時間窓をシフトするステップ、および一つのフレームと別のフレームの間の境界
で前記時間窓を対称化するステップ、のいずれか一つを有することを特徴とする請求項11
乃至15のいずれか一つに記載の方法。
【請求項１７】
　前記抑制するステップは、光出力信号を平均化するステップを有することを特徴とする
請求項11乃至16のいずれか一つに記載の方法。
【請求項１８】
　前記抑制するステップは、前記光出力信号から、バックグラウンド光信号を減算するス
テップを有することを特徴とする請求項11乃至17のいずれか一つに記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、LED（発光ダイオード）発光ユニットの光出力を制御する制御システム、LED
発光ユニットおよびLED発光ユニットを制御する方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　白色光発光ユニット、またはRGB－LED発光体およびLEDディスプレイのようなカラーLED
のアレイを有する色調整可能な発光ユニットは、いくつかの理由により関心が持たれてい
る。例えば、これらのユニットは、低コストで効率的であり、これらのユニットの光出力
の色度は、調整可能である。
【０００３】
　しかしながら、LEDの光出力は、LED間で変化するとともに、各LEDの寿命は変動する。
またLEDの光出力は、温度に対して逆の変化を示し、この変化は、違う色では異なる。ま
たLEDの出力の変化は、単一のLED発光ユニットにおいても問題となる。発光ユニットから
安定な光出力を得るため、多くの対策が試みられている。これらの対策の中では、異なる
種類のフィードバック制御が導入されてきた。すなわち、光出力が検出され、この検出を
使用して、LEDの活性化が制御される。従来の一つの対策は、米国特許第6,495,964号に示
されており、この文献では、検出される色のLEDをオフにすることにより、異なる色の組
み合わせに対して、発光ユニットの光出力が検出される。従って、時間周期の間、いくつ
かの検出パルスが連続的に生じ、異なる色の光を発光するLEDの協調された連続的な停止
が実施される。
【０００４】
　このようなおよび他の従来の対策は、発光ユニットが専用の光源であるような、実質的
に暗い環境では適正に行うことができる。しかしながら、実際のほとんどの場合、この仮
定は、成立しない。また通常の場合、発光ユニットに取り付けられた検出器には、周囲光
の一部が到達し得る。制御システムのフィードバック部では、LED自身によって放射され
た光から、この影響を区別して、色または発光の誤差を防止する必要がある。これは、時
間内で色点の色度および安定性が強く要求される用途においては、特に重要な問題となる
。この識別は、例えば、減算よって行われる。そのようなLED発光ユニットが使用される
用途および特定の状況による変化のため、標準的な連続バックグラウンド減算では、十分
に良好な結果を得ることはできない。連続バックグラウンド減算とは、全てのLEDがオフ
状態の際の、いかなる残光も検出することを意味する。特に、近接のTL管、モニタまたは
他のLEDモジュールのようなパルス光源で、問題が生じ得る。例えば、TL管が誤って常時
放射し、赤色光の寄与が測定される場合を想像してみよう。その後、検出器は、歪んだ光
を認識して、制御回路に誤った情報が提供され、これにより、色混合の誤った設定が生じ
る。
【特許文献１】米国特許第6,495,964号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の課題は、前述のような従来技術の問題を排除しまたは軽減することであり、周
囲光条件にあまり依存しない発光ユニット制御を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この課題は、請求項1に記載の本発明によるLED発光ユニットの光出力を制御する制御シ
ステム、請求項11に記載のLED発光ユニットを制御する方法、および請求項10に記載のLED
発光ユニットによって達成される。
【０００７】
　本発明は、非周期的に出力光を測定することにより、周期的なパルス状の外部光源によ
って生じる干渉を有意に抑制する可能性が高まるという洞察に基づくものである。
【０００８】
　すなわち、本発明のある態様では、少なくとも一つの色の光を放射する少なくとも一つ
のLEDを有する発光ユニットの光出力を制御する制御システムが提供される。当該制御シ
ステムは、前記発光ユニットの前記光出力を検出して、光出力信号を提供する検出ユニッ
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トと、該検出ユニットに検出パルスを提供する検出パルス発生器と、前記光出力信号にお
ける周囲光の干渉を抑制して、改良された光出力信号を提供する抑制ユニットと、を有す
る。さらに、当該制御システムは、前記発光ユニットの所望の光出力を表す照合信号と前
記改良された光出力信号の比較に基づいて、前記発光ユニットの前記光出力信号を制御す
る制御ユニットを有し、前記検出パルス発生器は、非周期的に検出パルスを発生する。
【０００９】
　別の態様では、本発明によって、少なくとも一つの色の光を放射する少なくとも一つの
LEDを有する発光ユニットを制御する方法が提供される。当該方法は、
　前記発光ユニットの光出力を非周期的に検出して、これにより光出力信号を発生するス
テップと、
　前記光出力信号における周囲の干渉を抑制して、これにより、改良された光出力信号を
発生するステップと、
　前記改良された光出力信号と、前記発光ユニットの所望の光出力を表す照合信号とを比
較するステップと、
　前期比較に基づいて、前記発光ユニットの前記光出力を制御するステップと、
　を有する。
【００１０】
　すなわち、この発明では、発光ユニットの光フィードバックは、従来技術に比べて実質
的に改良されている。また、光出力の色度の制御および安定性は、有意に改善される。
【００１１】
　少なくとも一つのLEDを有する発光ユニットとは、1または2以上のいかなる種類のLEDを
有するいかなるユニットをも意味することに留意する必要がある。異なる種類の発光ユニ
ットおよびLEDのいくつかの例は、通常複数の異なる色のLEDを有するLED発光体、個々のL
ED、LEDランプ、ディスプレイ、および画素化ランプまたは光源のような装置ディスプレ
イ、OLED（有機LED）ディスプレイ、ポリLEDディスプレイ、発光繊維、信号または証明に
使用されるLED配列等である。
【００１２】
　また、発光ユニットの光出力とは、オン状態とオフ状態の両方、すなわちLEDがオンの
ときとオフのときの両方を意味することに留意する必要がある。当然のことながら、後者
の場合において、検出光出力がゼロを超える場合、検出される光は、干渉周囲光またはバ
ックグラウンド光である。
【００１３】
　本発明の制御システムの実施例では、請求項2に記載のように、検出パルスを不規則に
、すなわち非周期的に生じさせることにより、非周期性が得られる。この非周期性は、少
なくとも比較的短い時間スケールで存在することに留意する必要がある。従って、数十ま
たは数百のフレームの後、パターンが繰り返され、パターン自身は、周期的になる。この
用途のため、フレームは、パルスの開始時間に関係する時間素子として定められる。従っ
て、時間または時間軸は、等しい時間部分に分割され、各部分は、フレームと呼ばれる。
フレームは、一つのLED／各LEDの少なくとも一つの発光周期を有する。この実施例では、
フレームと同じ時間部分の間にしばしば生じるパルス状の周囲光によって、発光ユニット
の光出力の検出が妨害されるということが生じにくい。
【００１４】
　本発明の制御システムの実施例では、請求項3に記載のように、フレームのある時間間
隔では、ある検出パルスが繰り返され、同じフレームの他の時間間隔では、検出パルスは
、全く生じない。これは、時間内検出のさらなる広がりを提供し、周期的な周囲光の抑制
が助長される。
【００１５】
　本発明の制御システムの実施例では、請求項4に記載のように、いくつかのフレームで
は、ある検出パルスが繰り返され、他のフレームでは、検出パルスは、全く生じない。こ
れにより、時間内検出の更なる広がりが提供され、周期的な周囲光の抑制が助長される。
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【００１６】
　請求項5および6に記載の制御システムの実施例では、異なる種類の非周期的なLED発光
が提供される。LED光の特定の色の組み合わせが存在する場合、時間周期は、1つのフレー
ムから別のフレームに移動されるため、特定の色の組み合わせと関連する検出パルスが、
非周期的に生じる。従って、これらの実施例は、各フレームにおいてパルスがほぼ同じ時
間で生じる場合であっても、非周期的な検出パルスの発生、またはこれと透過なものを含
むと見なすことができる。
【００１７】
　本発明の制御システムの実施例では、請求項7に記載のように、抑制ユニットは、平均
化ユニットを有する。これにより、非周期的な摂動が平均化され、正しいLED光に対応す
る増大部分が、残りの部分に提供される。
【００１８】
　本発明の制御システムの実施例では、請求項7に記載のように、抑制ユニットは、減算
ユニットを有する。これにより、光出力信号から、バックグラウンド光信号を減算するこ
とが可能となる。正しいLED光に対応する、光出力信号の部分の増大が得られる。減算ユ
ニットは、減算されるバックグラウンド光信号が良好に得られるように、平均化ユニット
と組み合わされることが好ましい。
【００１９】
　本発明の方法に対応する実施例は、対応する利点を有する。
【００２０】
　本発明のこれらのおよび他の態様ならびに利点は、以降に示す実施例を参照することに
より明らかとなろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、添付図面を参照して本発明をより詳しく説明する。
【００２２】
　図1には、発光ユニット11および制御システム13が概略的に示されている。発光ユニッ
ト11は、LEDのアレイ15と、LED15を活性化させる電源ユニット17とを有する。LED15は、
異なる色；主として、青色、緑色および赤色の光を放射する。当業者には明らかなように
、通常の場合、制御システム13、電源ユニット17およびLED15は、全てPCB（プリント回路
基盤）上に配置される。なお、図1には、いくつかの実施例に使用される部品のみが示さ
れている。
【００２３】
　制御システムは、検出ユニット19を有し、この検出ユニットは、発光ユニット11から放
射される光の検出に使用され、制御ユニット21は、検出光に基づいて、発光ユニット11の
光出力を制御する。特に、制御システムは、抑制ユニット23を有し、このユニットは、検
出ユニット19の出力側に接続され、検出ユニット19からの光出力信号が受信される入力側
と、制御ユニット21に接続され、制御ユニット21に改良された光出力信号を供給する出力
側を有する。さらに制御ユニット13は、制御ユニット21に接続される照合信号発生ユニッ
ト25と、検出ユニット19に接続される検出パルス発生器27とを有する。制御ユニット21は
、比較器29を有する。
【００２４】
　制御システムは、以下のように作動する。時間は、前述のようにフレームに分割され、
フレームの長さ、すなわち期間は、図2aに示すように、フレーム時間またはフレーム期間
Tfと呼ばれる。各フレームのフレーム時間内で、異なる色の光を放射するLEDは、異なる
広い時間窓の間に発光する。図2aを参照すると、例えば、次のように仮定される：赤色光
を放射する全てのLED15は、時間窓31の間に発光され、その幅すなわち期間は、w1である
；緑色のLED15は、時間窓33の間に発光し、その幅はw2であり、この幅はw1よりも広く、
青色のLED15は、時間窓35内で発光し、この幅w3は、w2よりも広い。3つの時間窓31、33、
35の各々の開始端は、それらの窓が重なるフレームの開始端では同時に生じる。従って、



(7) JP 2008-521237 A 2008.6.19

10

20

30

40

50

以降第1の期間とも呼ばれる赤色光の窓31内では、発光ユニット11の出力光に、緑および
青の光も存在する。赤色光の窓31の終端と緑色光の窓33の終端の間の、第2の期間内では
、緑色光および青色光が存在する。緑色光の窓の終端と青色光の窓の終端の間の、第3の
時間内では、青色光のみが存在する。最後に、青色光の窓の終端と次のフレームの開始端
の間の、第4の期間内では、いずれのLED15も発光しない。
【００２５】
　この実施例では、検出パルス発生器27は、第1から第4の期間の各々の間に、各一つのパ
ルスを発生し、すなわち、単位フレーム毎に、合計4つのパルスが発生する。パルスは、
検出器ユニット19の作動を制御し、各パルスの期間、検出器ユニット19は、発光ユニット
11の光出力を検出すなわち測定する。いかなる周囲の干渉光もLED光には混合されず、従
って、干渉光は検出されない。仮に存在する場合でも、第4のパルス期間の間は、周囲干
渉光、例えば一定のバックグラウンド光のみが検出される。各フレームにおいて、パルス
は、前のフレームに対応する期間内で移動する。いかなる適当な方法が適用されても良い
が、この移動は、準無秩序に定められることが好ましい。当業者は、この方法を決定する
ことができる。各検出の実施に対して、検出ユニット10は、光出力信号を発生し、この信
号は、抑制ユニット23に供給される。抑制ユニット23は、当業者には公知のいくつかの抑
制アルゴリズムを用いて、光出力信号の干渉光信号部分を抑制する。抑制ユニットは、平
均化ユニットを有し、平均化操作が行われる。例えば、標準的な平均化法が使用され、こ
の方法では、光出力信号の予め定められた数、例えば10回分の測定が加えられ、その後、
その回数で除算が行われる。別の方法は、浮動平均化処理である。この場合も、予め定め
られた数の値で平均化が行われる。新たな値を加えた場合、リスト中で最古のものが削除
され、再度平均化が行われる。この方法では、各フレームの設定を調整することができる
。さらに別の可能な方法は、重量平均処理である。周期的な干渉周囲光の寄与を遮断する
ため、平均化以外の方法を使用することも可能であることに留意する必要がある。その一
例は、フーリエ解析であり、例えば周波数解析である。
【００２６】
　この方法では、検出パルスは、非周期的に生じるため、少なくとも周期的なパルス状の
周囲光、および一定の周囲バックグラウンド光を抑制することができる。パルス移動の形
の非周期的な検出のため、前記第1から第4の周期と同じ期間に、周期的に生じる外部光信
号パルスは、各事象で検出されず、これにより、光出力信号の全信号レベルに対する相対
的な影響が抑制される。従って、抑制ユニット23は、改善された光出力信号を出力し、こ
の信号が制御ユニット21に供給される。
【００２７】
　制御ユニット21は、比較器29を用いて、改良された光出力信号と照合信号とを、色度、
すなわち信号の色バランスおよび光強度について比較する。差異がある場合、制御ユニッ
ト21は、適切な調節信号を発生し、この信号が電源ユニット17の方に供給される、平均化
により、この調節は、各フレーム毎ではなく、より長い頻度、例えば10フレーム毎に行わ
れ、この周期は、どのような平均化法が使用されたか、および発光ユニットの適用例によ
って変化する。通常の場合、電源ユニット17は、LED15用のPWM（パルス幅変調）電圧信号
を発生する。当然のことながら、活性化信号の他の種類の変調も可能であり、これは当業
者には明らかである。そのいくつかの例は、周波数変調、振幅変調、ビット角度またはデ
ジタル変調、位相角度変調、およびビット電圧変調である。例えば、周波数変調の場合、
フレーム時間Tfが変化することに留意する必要がある。次に、検出パルス発生器27は、変
化に対応するように調整される。全ての場合において、フレーム時間は、50Hzの周波数に
対応して、人間の目の典型的な遅延時間である約20msよりも短くなる。LED当たりのパル
ス幅は、その色の所望の光の強度によって定められ、すなわちこれは、必要な色度および
発光ユニット11の調光性能に依存する。
【００２８】
　調節信号は、電圧パルスの調整を促し、異なる色のLED光の強度に関して、LED15の光出
力に変化が生じる。PWMの場合、図2aに示すように、強度の調節は、時間窓w1乃至w3の幅
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を変えることにより行われる。
【００２９】
　別の実施例のタイミング図を図2bに示す。ここでは、各フレームにおいて、2つの検出
パルスのみが発生する。第1のパルスは、w1の間、すなわち発光ユニットの出力光に、全
ての色が存在するときに生じる。第2のパルスは、全てのLED15がオフ状態となっていると
きに生じる。前述の実施例のように、パルスは、異なるフレームにおいて、フレームの開
始端に対して、異なる時間で生じる。
【００３０】
　図2cには、前述の実施例を修正した、さらに別のタイミング図が示されている。ここで
は、LED15の光出力の測定用の検出パルスは、フレーム内でしばしば繰り返され、しばし
ば省略される。従って、あるフレームには、2つのそのようなパルスが存在し、いくつか
のフレームには、そのようなパルスは含まれない。
【００３１】
　図2dには、さらに別の実施例のタイミング図が示されている。ここでは、LED放射窓w1
乃至w3のシフトまたは対称化により、非周期的な特性が得られている。従って、図の第1
のフレームから第2のフレームにおいて、時間窓w1乃至w3は、右側にシフトし、遅延化す
る。このため、例えば、第1の検出パルスは、フルカラー時間ではなく、ブラック期間に
生じる。光出力信号を処理する計算が実施された場合、制御ユニットは、これらのシフト
した検出特性を把握する。第4のフレームから第5のフレームでは、フレームの境界間で、
時間窓が対称化される。これらの時間窓操作の結果は、前述のような、異なる時間で検出
パルスが生じる場合と同様である。
【００３２】
　図2eには、さらに別の実施例のタイミング図が示されている。ここでは、LED放射窓は
、より無秩序にシフトしているが、得られる結果は、前述の実施例と同様である。
【００３３】
　図2fには、さらに別のタイミング図が示されている。ここでは、検出パルスの幅pw1乃
至pw4が、フレーム毎に変化する。対応する光出力信号は、この幅、すなわち時間によっ
て分割される。必要に応じて平均化処理と組み合わされた、この検出パルス幅の変調によ
って、周期的な周囲光の妨害の影響が排除／軽減される。検出パルスの開始時間および／
または終了時間は、変化するため、この実施例も、非周期的な検出を行う方法として定義
することができる。
【００３４】
　図2gには、さらに別の実施例のタイミング図が示されている。ここでは、LEDは、連続
的にオンにされ、ある期間の間、これらの全てのLEDが同時に発光する。図2aに示すよう
な、放射窓内で検出パルスを時間的にシフトさせる方法が適用される。
【００３５】
　以上、本発明による発光ユニットの実施例について説明した。これらは、単なる一例で
あって、本発明を限定するものと解してはならない。本発明の範囲内で、多くの変更およ
び更なる別の実施例が可能であることは、当業者には明らかである。
【００３６】
　図2cおよび2fに示す原理は、図1に示すような4つのパルスに適用しても良い。ここでは
、明確化のため、パルスが2つの場合について示されている。
【００３７】
　LED発光の時間窓は、重ならないように調整しても良く、この場合、各検出パルスの間
に、単一の色のLED光が放射される。
【００３８】
　検出器は、概略的に発光ユニットの出口端に設置される。当然のことながら、実際には
、検出器は、PCB上のLEDと並べたり、発光ユニットの壁に並べたりして、多くの場所に配
置することができる。また、配置およびその他の因子に応じて、検出器には、LEDからの
直接光、または反射光のいずれを照射しても良い。国際公開第WO02/099333号パンフレッ
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トには、LED内に検出器が配置された例が示されている。検出器に光出力の一部を反射す
る反射器を、発光ユニットの光出力側に配置しても良い。
【００３９】
　非周期的な特性を得る前述の代替例の多くを、必要に応じて組み合わせても良い。
【００４０】
　この場合、前述の実施例に示すように、光出力のフィードバック処理に、非周期性が導
入される。処理の観点から、光出力の検出は、非周期的に実施され、例えば、検出器に対
して非周期的に検出パルスを発生させることにより、あるいは非周期的にLED発光を生じ
させることにより、またはこれらの両方により実施される。この場合、従来の抑制アルゴ
リズムによって、特にパルス光のような周囲光の干渉を除去し、または軽減することが可
能になる。
【００４１】
　本願の目的のため、特に従属請求項に関して、「有する」という用語は、他の要素また
はステップを排斥するものではなく、「一つの」という用語は、複数のものを排斥するも
のではないことは、当業者には明らかであることに留意する必要がある。また、当業者に
は明らかなように、前述の少なくとも一部は、ハードウェアおよびソフトウェアで実現し
ても良い。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明の実施例による発光ユニットおよび制御システムの概略ブロック図ある。
【図２ａ】本発明の制御システムおよび方法の実施例のタイミング図である。
【図２ｂ】本発明の制御システムおよび方法の異なる実施例のタイミング図である。
【図２ｃ】本発明の制御システムおよび方法の異なる実施例のタイミング図である。
【図２ｄ】本発明の制御システムおよび方法の異なる実施例のタイミング図である。
【図２ｅ】本発明の制御システムおよび方法の異なる実施例のタイミング図である。
【図２ｆ】本発明の制御システムおよび方法の異なる実施例のタイミング図である。
【図２ｇ】本発明の制御システムおよび方法の異なる実施例のタイミング図である。
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